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（5） ただし，他者が一人の時には，他者との距離に関わらず，ネガティブな感情の上昇は確認できず，実験 2 に
おいても，Argoetal.（2005）の仮説とは異なる結果となった。
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〔抄　録〕
　先行研究では，店舗内の他者の存在が消費者のネガティブな購買行動につながることが
確認されてきた。しかし，その因果関係に関しては統一的な見解が持たれていない。そこ
で本研究では，他者の存在と結果行動の因果関係を説明するのに有用な媒介要因の特定と，
それに関連する要因の再整理を目的とする。当該領域は，複数の研究領域から関心が持た
れ発展してきた一方で，研究ルーツが多様であることによる問題もいくつか確認できる。
例えば，先行要因に注目する研究，結果行動への影響に注目する研究など研究の関心が様々
であり全体像が見えにくくなっていること，先行研究によって扱う媒介要因が異なるため，
結果行動に至るプロセスに統一的な見解が持たれていないことなどである。そこで，これ
までの議論を整理することで，媒介要因としての羞恥感の有用性を確認すると同時に，羞
恥感の先行要因を整理し，結果行動に至るプロセスについての概念フレームワークを示し
た。今後の課題として，媒介要因としての羞恥感の有用性を統計的に検証すること，概念
フレームワークの精緻化などが挙げられる。
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